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平成２８年青森県登録販売者試験について 

 

１ 概要 

  出願者 ６１２名 

  受験者 ５９２名 

  合格者 ２７７名   合格率 ４６．８％（四捨五入） 

 

２ 合格基準 

  総得点の７割であって、かつ、各項目の得点が４割以上 

 

３ 試験成績 

  ※平均点は小数点第２位を四捨五入 

 

注意事項 

（１）得点の閲覧 

得点の閲覧を希望する方は、受験票及び身分を確認できるもの（運転免許証等）を持

参し、青森県庁北棟６階の医療薬務課へお越しください。（北棟地下に無料駐車場あり。）

閲覧受付期間 

平成２８年１０月３日（月）～ １１月３日（水） 午前９時～午後５時 

（ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く。 

 また、１０月３日のみ午前１０時から受付とする。） 

 

（２）合格通知書 

合格通知書の発送は、１０月６日（木）です。 

合格者で転居された方は、１０月５日（水）までに医療薬務課へ連絡してください。

 

（３）平成２９年度試験日程 

平成２９年８月頃に実施する予定としています。 

 

 

 
手引き第１章 

（２０点） 

手引き第２章

（２０点） 

手引き第３章

（４０点） 

手引き第４章

（２０点） 

手引き第５章 

（２０点） 

総得点 

（１２０点）

最高得点 ２０ ２０ ４０ １９ ２０ １１８ 

最低得点 ６ １ １０ ３ ４ ４２ 

平均点 １７．５ １１．５ ２６．７ １２．６ １３．２ ８１．６ 



４ 解答 

問題 回答 問題 回答 問題 回答 

問１ 4 問４１ 3   問８１ 正解が２つ

問２ 3 問４２ 1   問８２ 1 

問３ 3 問４３ 3   問８３ 3 

問４ 4 問４４ 3   問８４ 3 

問５ 5 問４５ 2   問８５ 2 

問６ 3 問４６ 3   問８６ 5 

問７ 5 問４７ 1   問８７ 1 

問８ 5 問４８ 1   問８８ 2 

問９ 4 問４９ 5   問８９ 3 

問１０ 3 問５０ 4   問９０ 2 

問１１ 5 問５１ 4   問９１ 4 

問１２ 4 問５２ 4   問９２ 2 

問１３ 5 問５３ 4   問９３ 5 

問１４ 1 問５４ 1   問９４ 3 

問１５ 1 問５５ 3   問９５ 4 

問１６ 5 問５６ 2   問９６ 1 

問１７ 1 問５７ 3   問９７ 3 

問１８ 2 問５８ 1   問９８ 4 

問１９ 5 問５９ 1   問９９ 1 

問２０ 3 問６０ 4   問１００ 2 

問２１ 4 問６１ 2   問１０１ 1 

問２２ 2 問６２ 3   問１０２ 3 

問２３ 4 問６３ 3   問１０３ 解なし 

問２４ 3 問６４ 5   問１０４ 1 

問２５ 4 問６５ 2   問１０５ 4 

問２６ 4 問６６ 2   問１０６ 5 

問２７ 1 問６７ 1   問１０７ 5 

問２８ 3 問６８ 3   問１０８ 3 

問２９ 2 問６９ 3   問１０９ 3 

問３０ 2 問７０ 1   問１１０ 5 

問３１ 4 問７１ 3   問１１１ 2 

問３２ 2 問７２ 2   問１１２ 2 

問３３ 4 問７３ 4   問１１３ 1 

問３４ 5 問７４ 1   問１１４ 5 

問３５ 1 問７５ 3   問１１５ 1 

問３６ 1 問７６ 2   問１１６ 2 

問３７ 2 問７７ 4   問１１７ 解なし 

問３８ 4 問７８ 4   問１１８ 2 

問３９ 3 問７９ 3   問１１９ 3 

問４０ 4 問８０ 2   問１２０ 5 



 

５ 採点にあたって考慮した試験問題 

 

平成２８年８月３１日（水）に実施した登録販売者試験問題について、試験実施後に精査

した結果、問題の記述の一部に適切ではないと思われる問題が３問ありました。 

この３問については、受験者に不利となることのないよう受験者全員を正解として採点し

ました。 

なお、採点にあたって考慮した試験問題は、以下のとおりです。 

 

 

（１）「午後 問８１」：正解が２つ（当初予定していた正解は４） 

 

問 81 医薬品医療機器等法第２条第１項に規定される医薬品の定義に関する以下の

記述のうち、正しいものはどれか。なお、設問の中の「機械器具等」とは、機

械器具、歯科材料、医療用品、衛生用品並びにプログラム及びこれを記録した

媒体をいう。 

 

１ 人の身体の構造又は機能に影響を及ぼすことが目的とされている物で、厚生労

働省の承認を受けずに「やせ薬」を標榜
ぼう

したものは、医薬品に該当する。 

２ 人の身体の構造又は機能に影響を及ぼすことが目的とされている物は、機械器

具等、医薬部外品、化粧品も医薬品に該当する。 

３ 医薬品は、全て日本薬局方に収められている。 

４ 動物の疾病の治療に使用されることが目的とされている物であって、機械器具

等、医薬部外品及び再生医療等製品でないものは医薬品に該当する。 

 

 

【解説】 

選択肢４を「正しい記述」として出題しましたが、選択肢１の記述も正しく、２つの正

解がある問題は不適切と判断し、受験者全員に加点しました。 

 



 

（２）「午後 問１０３」：正解なし（当初予定していた正解は３） 

 

問 103 一般用医薬品の添付文書に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合

わせはどれか。 

 

ａ 添付文書の内容は変わらないものではなく、医薬品の有効性・安全性等に係る

新たな知見、使用に係る情報に基づき、定期的に改訂がなされている。 

ｂ 使用上の注意の項目に記載される、「してはいけないこと」、「相談すること」

及び「その他の注意」の各見出しには、それぞれ統一された標識的マークが付さ

れている。 

ｃ 添加物として配合されている成分については、現在のところ、製薬企業界の自

主申し合わせに基づいて記載がなされている。 

ｄ 可燃性ガスを噴射剤としているエアゾール製品等における消防法や高圧ガス

保安法に基づく注意事項については、その容器への表示が義務づけられている

が、添付文書において「保管及び取り扱い上の注意」としても記載されている。

 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   正   正   誤 

２   誤   誤   正   誤 

３   誤   正   正   正 

４   正   誤   誤   正 

５   誤   誤   誤   正 

 

 

【解説】 

設問ｂは「正しい記述」として出題しましたが、標識的マークが定められている使用上

の注意の項目は、「使用上の注意」、「してはいけないこと」及び「相談すること」であり、

「その他の注意」には標識的マークは定められていないため、設問ｂは「誤った記述」と

なります。 

これにより、ａ：誤、ｂ：誤、ｃ：正、ｄ：正となり、正しい組み合わせがないことか

ら、正解なしとして受験者全員に加点しました。 

 

 



 

 

（３）「午後 問１１７」：正解なし（当初予定していた正解は４） 

 

問 117 鼻炎用点鼻薬の添付文書において、使用の適否を専門家に「相談すること」

とされている理由について、正しいものの組み合わせはどれか。 

 

ａ 中枢神経系の興奮作用により、てんかんの発作を引き起こすおそれがある。 

ｂ むくみ（浮腫）、循環体液量の増加が起こり、腎臓病を悪化させるおそれがあ

る。 

ｃ 交換神経興奮作用により血圧を上昇させ、高血圧を悪化させるおそれがある。

ｄ 抗コリン作用によって房水流出路（房水通路）が狭くなり、眼圧が上昇し、緑

内障を悪化させるおそれがある。 

 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

 

 

【解説】 

設問ｃは「正しい記述」として出題しましたが、正しくは「交感神経興奮作用」と記載

すべきところ、「交換神経興奮作用」として記載したため、漢字の誤りにより、設問ｃは

「誤った記述」となります。 

このことから、正しい記述はｄのみとなり選択肢に正答がないことから、正解なしとし

て受験者全員に加点しました。 

 

 


